
 
 

 

本年も、アール医療専門職大学図書館をよろしくお願いいたします。 

2023 年 元旦 

特集「お正月」に関わる図書の紹介 
 
世界のお正月百科事典  
ウィリアム・D・クランプ 著 柊風舎 

本書は、新年の祝日
に絞った形で、事典形
式に世界のお正月の状
況をまとめています。 
西洋社会は、日本のク
リスマスとお正月が分
かれているようなこと
はなく、クリスマスシ
ーズンの終わりに新年
があるような形です。 
例えば北欧のノルウエーでは、クリスマス休
暇は子供達が風変わりな衣装を身につけ、歌
いながら各家庭を回りキャンディやナッツ、
オレンジなどをもらうというハロウィーンを
真似たイベントがあるようです。いたずらは
しないようですが・・。また、元日（ニットォ
ールスタグ）は、収穫や健康、結婚、天気に関
して験を担ぎ、元日の天気でその 1 年の雨の
量を占い、元日に起こることがその 1 年の予

兆としたそうです。 
まさに日本で言うところの、「一年の計は元
旦にあり」と同じですね。 
 
新 十二歯考 十二支でめぐる歯の比較解
剖学 田畑 純 著 医歯薬出版 

著者は、身近な動
物でもある、十二支
の各動物の歯の特徴
とその多様性につい
て本書で記していま
す。令和 5 年の干支
はウサギですが、ウ
サギは上の前歯は前
と後で二重構造(重歯)になっているそうです。
下の前歯は１枚のみの構造です。また、臼歯
(奥歯)は生まれたときに生えていた乳歯が離
乳時（生後 30日）で脱落して永久歯が生えて
くるようです。人間とは大違いですね。 
なお、「辰」は現存しませんが、古代中国の
人々は、象の頭部の化石をみて龍を想像した
そうです。このことから「辰」の項目では、象
の歯に関する解説をしています。 

 



餅と日本人 安室 知 著 吉田弘文館 

お正月に欠かせない
のが、雑煮やお汁粉に
入れる餅です。民俗学
者の柳田国男は、餅を
神様が宿るもの、人の
霊魂などの象徴として
お正月に供えたと論じ
ています。「お年玉」と
いうと今はお金を与えることを想像しますが、
昔は餅をお年玉として与えていたようです。 
一方で、「餅なし正月」をおくる地域もある
ようです。その地域では、餅は神様が宿って
いるので正月には飾るのみにし、正月が明け
てから雑煮にして食べるそうです。日本の中
でも餅に対する考え方が地域によって違うの
には、興味が沸きますね。 
また本書では、

小正月に木の枝
に色づけした餅
や米粉の団子を
付けて飾る行事
も紹介されてい
ます（右の写真）。私の地方では、これらの餅
や団子を「繭玉」と呼んでいましたが、地域に

よっては、「稲の花」や「柿玉」、「木綿
も め ん
玉」と

呼ぶ地域もあるそうです。実に興味深いです
ね。 
 
47 都道府県・伝統食百科 成瀬宇平 著  
丸善出版 

本書は、正月も含む「ハレの日」（お祝いや
行事の日）の郷土料理をコンパクトに紹介し
ています。例えば茨城県は、アンコウの料理
やふな料理、ワカサギ料理が紹介されていま
す。また、水戸のお正月は、納豆もちや塩鮭を

餅で包んだ「塩引きもち
（しょーびきもち）」で 
正月を祝うのが習わしだ
ったようです。これは、江
戸時代に水戸徳川家が水
戸藩として入る前に常陸
国を治めていた佐竹氏
（江戸時代は秋田藩を治めた）の影響がある
そうです。 
 

独楽
こ ま
の科学（ブルーバックス） 山崎詩郎著 

講談社 

著者の山崎氏が小さ
い頃から感じていた「な
ぜコマは倒れないの
か」、「最強のコマを作り
たい」の気持ちに添いな
がら、コマの不思議を解
説しています。ご本人の
仕事は量子力学を研究
する物理学者ですが、コマが闘う競技会「全
日本製造業コマ大戦」に参加し、優勝経験も
あるそうです。コマの形は、軸と本体の大き
さや長さ、底面の角度など 8 つの要素の組み
合わせだそうです。 
本書の後半には、コンパクトディスク（CD）
を使ったカラフルなコマの作り方が紹介され
ています。コマはお正月の遊びの一つ。本書
をご覧になって、お気に入りのコマを作って
みてはどうでしょうか。 
 

＜1 月の図書館閉館日＞ 
1 月 6日（金）より開館します。 
閉館日は、7・8・9（成人の日）・14・15 
21・22・28・29 日です。 
 


